
　
21
日
の
総
会
で
は
、
12
月

11
日
時
点
の
運
用
が
可
能
な

施
設
数
は
義
務
化
対
象
施
設

に
対
し
て
41
・
０
％
と
極
め

て
低
調
で
あ
り
、
当
初
の
導

入
目
標
に
は
達
し
な
い
こ
と

が
明
白
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

期
限
付
き
の
経
過
措
置
を
設

け
る
こ
と
が
諮
問
さ
れ
て
い

た
。
　
改
正
省
令
で
は「
や
む
を
得

な
い
事
情
」の
６
項
目
と
そ
の

期
限
が
示
さ
れ
た　
　
　

。

具
体
的
な
経
過
措
置
と
し
て
、

２
０
２
３
年
２
月
28
日
ま
で

に
ベ
ン
ダ
ー
契
約
を
締
結
し

た
が
、
ベ
ン
ダ
ー
に
よ
る
体

制
の
整
備
に
係
る
作
業
が
完

了
し
て
い
な
い
場
合
は
、
シ

ス
テ
ム
整
備
が
完
了
す
る
日

ま
で
（
遅
く
と
も
23
年
９
月

ま
で
）
を
対
象
と
し
た
。

　

ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
に
必
要
な
光
回
線
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
が
整
備

さ
れ
て
い
な
い
場
合
や
訪
問

診
療
の
み
を
提
供
す
る
場
合
、

廃
止
ま
た
は
休
止
に
関
す
る

計
画
を
定
め
て
い
る
保
険
医

療
機
関
な
ど
も
対
象
と
し
た
。

そ
の
他
、
特
に
困
難
な
事
情

が
あ
る
場
合
と
し
て
、①
自
然

災
害
等
に
よ
り
継
続
的
に
導

入
が
困
難
と
な
る
場
合
②
高

齢
の
医
師
等
で
レ
セ
プ
ト
取

扱
件
数
が
少
な
い
場
合
（
目

安
と
し
て
23
年
４
月
時
点
で

月
平
均
レ
セ
プ
ト
件
数
が
50

件
以
下
で
年
齢
70
歳
以
上
、

65
〜
69
歳
は
個
別
判
断
）③
そ

の
他
例
外
措
置
と
同
視
で
き

る
特
に
困
難
な
事
情
が
あ
る

場
合
が
例
示
さ
れ
た
。

　
診
療
報
酬
上
の
評
価
と
し

て
は
、「
医
療
情
報
・
シ
ス
テ

ム
基
盤
整
備
体
制
充
実
加
算
」

に
関
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
の
導
入
・
普
及
の
徹

底
の
観
点
か
ら
、
初
診
時
の

評
価
を
見
直
す
と
と
も
に
、

再
診
時
に
つ
い
て
も
新
た
な

評
価
を
行
う
特
例
措
置
が
講

じ
ら
れ
た
。
ま
た
、
オ
ン
ラ

イ
ン
請
求
を
さ
ら
に
普
及
す

る
観
点
か
ら
、
当
該
加
算
の

算
定
要
件
を
見
直
す
特
例
措

置
が
講
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら

の
特
例
措
置
は
23
年
４
月
よ

り
12
月
ま
で
時
限
的
に
適
用

さ
れ
る　
　
　
。

　
　
　

 

◇　

◇　

◇

　
経
過
措
置
の
期
間
だ
け
で

は
対
応
が
難
し
い
医
療
機
関

も
あ
り
、
今
後
国
に
対
し
て
、

「
原
則
義
務
化
」
撤
回
を
求
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
医
療

Ｄ
Ｘ
推
進
の
た
め
に
、
全
て

の
保
険
医
療
機
関
・
国
民
に

負
担
を
強
い
る
も
の
で
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。

北 海 道 保 険 医 新 聞

　
日
本
の
生
産
年
齢
人
口
は

少
子
高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、

95
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転

じ
て
い
る
。
25
年
以
降
さ
ら

に
加
速
す
る
見
込
み
で
あ
り
、

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
質
及
び
量

を
維
持
す
る
た
め
の
人
材
確

保
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
▼
歯
科
医
療
提
供
に
お

い
て
も
歯
科
医
師
だ
け
で
な

く
、
歯
科
衛
生
士
・
歯
科
技

工
士
が
果
た
す
役
割
は
大
き

い
が
、
深
刻
な
人
材
不
足
が

生
じ
て
い
る
。
歯
科
衛
生
士

国
試
の
合
格
者
自
体
は
年
間

７
０
０
０
名
ほ
ど
い
る
も
の

の
、
女
性
が
大
部
分
（
99
・

６
％
）
を
占
め
る
た
め
、
出

産
や
育
児
等
の
ラ
イ
フ
イ
ベ

ン
ト
に
よ
り
離
職
す
る
ケ
ー

ス
が
多
い
▼
昨
年
の
歯
科
技

工
士
国
試
の
合
格
者
は
８
２

７
名
ま
で
減
少
し
た
。
技
工

士
養
成
校
は
91
年
に
は
72
校

あ
り
学
生
数
は
３
１
５
５
名

だ
っ
た
が
、
現
在
は
47
校
。

そ
の
ほ
と
ん
ど
で
定
員
割
れ

が
続
い
て
い
て
お
り
、
学
校

の
存
続
が
困
難
な
状
況
に

陥
っ
て
い
る
▼
歯
科
技
工
士

資
格
取
得
者
の
早
期
離
職
率

は
異
常
に
高
く
、25
歳
以
下
で

は
８
割
に
迫
る
勢
い
だ
。
就

業
歯
科
技
工
士
の
う
ち
50
歳

以
上
が
全
体
の
約
半
数
を
占

め
、偏
っ
た
年
齢
層
に
な
っ
て

い
る
。今
後
、高
齢
就
業
者
の

退
職
が
進
め
ば
、技
工
士
の
大

幅
減
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ

り
、若
手
歯
科
技
工
士
の
確
保

は
待
っ
た
な
し
で
あ
る
。

加藤 康夫

（
龍
）

2023年（令和5年）2月5日

　
12
月
21
日
、23
日
に
中
医
協
総
会
が
開
催
さ
れ
、オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
原
則
義
務
化
に
と
も
な
っ

て
、２
０
２
３
年
３
月
末
ま
で
に
シ
ス
テ
ム
導
入
が
完
了
し
な
い
保
険
療
機
機
関
に
つ
い
て
、「
や
む

を
得
な
い
事
情
」の
経
過
措
置
と
診
療
報
酬
上
の
評
価
が
示
さ
れ
た
。こ
れ
を
受
け
て
１
月
18
日
に

改
正
省
令
が
発
出
さ
れ
た
。導
入
で
き
な
い
医
療
機
関
に
と
っ
て
は
一
つ
の
安
心
材
料
で
あ
る
が
、

あ
く
ま
で
も
経
過
措
置
で
あ
り
、今
後
も「
原
則
義
務
化
」の
撤
回
を
求
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（1）第993号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可）

主な目次　

歯
科
保
険
診
療
研
究

●
会
員
訪
問

●
支
部
だ
よ
り

解
説
「
電
子
処
方
箋
開
始
！

業
務
は
ど
う
変
わ
る
？
」

…
面
２

●
時
論
「
今
こ
そ
歯
科
医
療
費

総
枠
拡
大
を
」

●
…
面
３

●
…
面
４

「
や
む
を
得
な
い
事
情
」６
項
目
と
期
限

中
医
協
総
会　

オ
ン
資
経
過
措
置
示
さ
れ
る 

（1）2023年2月末までにベン
ダーと契約締結したが、導
入に必要なシステム整備が
未完了の保険医療機関、薬
局（システム整備中）

システム整備が完了するまで
（遅くとも2023年9月まで）
※医療情報化支援基金による補助の拡充措置は、2023年9月末
　事業完了まで継続

表
2

表
1

読
後
感

●

表1 2022年中医協総会答申資料より

表2 医療情報・システム基盤整備体制充実加算の見直し

告示 
一般社団法人北海道保険医会 

代議員及び予備代議員の選出について 

本会定款第 25 条に基づき代議員及び予備代議員の選出を行います。 代議員、予

備代議員は 2 年に 1 回、改選年の 4 月中に各ブロックにおいて、 会員による選挙

により選出致します。代議員選挙に関する主な事項は下 記の通りとなっております。 

1．代議員定数 各ブロックの代議員定数は別表の通りです。なお、代議員となるこ

とができるのは本会会員に限られます。 

2．任   期 今回選出する代議員の任期は 2025 年度代議員選挙終了時 までと

なります。 

3．選挙管理者 各ブロックの管理者は下記の通りです。 
札幌ブロック 立花  啓 
道南ブロック 伊藤  寧 
道北ブロック 野川 哲義 
道東ブロック 橋本  透 

4．選挙の実施 本会定款第 15 条及び選挙規則第 25 条並びに第 26 条に基づき、

各ブロックにおいて会員による選挙を実施します。立候補の届出期

限は 2023 年 4 月 3 日（月）で、投票は郵送による投票とし送付期日

を 4 月 17 日（月）までと致します。なお、届出手続き等の詳細は本

会事務局にお問い合わせ願います。 

一般社団法人北海道保険医会 会 長 加 藤  康 夫 

各ブロック選挙区代議員定数及び選挙管理者

ブロック選挙区名
対象区域

札幌ブロック

【対象区域】 
　札幌支部

33名 33名 立花　　啓

道南ブロック

【対象区域】 
　函館地区支部、小樽・後志支部、千歳支部、恵庭支部、北広島支部、石狩支部、羊蹄地区、
寿都地区、岩内古宇郡地区、室蘭地区、胆振西部地区、石狩地区（歯科）、後志地区（歯科）

15名 15名 伊藤　　寧

道東ブロック

【対象区域】 
　苫小牧支部、日高支部、帯広・十勝支部、釧根地区支部、オホーツク支部、胆振地区（歯科）

（※所属地区が不明な場合は事務局までお問い合わせ下さい）

13名 13名 橋本　　透

道北ブロック

【対象区域】 
　岩見沢支部、留萌支部、上川北部支部、三笠支部、旭川地区支部、富良野地区支部、 
空知南部地区、夕張市地区、美唄市地区、空知地区、滝川市地区、赤平市地区、芦別市
地区、 深川市地区、宗谷地区、空知地区（歯科）、上川地区（歯科）、宗谷地区（歯科）

10名 10名 野川　哲義

代議員定数 予備代議員定数 選挙管理者

（2）オン資に接続可能な光回線
のネットワーク環境が整備
されていない保険医療機
関、薬局（ネットワーク環境
事情）

オン資に接続可能に光回線のネットワーク環境が整備されてか
ら6ケ月後まで
※医療情報化支援基金による補助の拡充措置は、2024年3月末
　事業完了まで継続

（6）その他特に困難な事情があ
る保険医療機関、薬局
※例外措置または（1）～
（5）の類型と同視できるか
個別判断

特に困難な事情が解消されるまで
※2023年2月末までに契約し、2023年9月末までに事業完了の
　場合には、医療情報化支援基金による補助の拡充措置の対象

（3）訪問診療のみを提供する保
険医療機関

訪問資料のオン資（居宅同意取得型）の運用開始（2024年4月）
まで
※訪問診療等におけるオン資の導入に係る財政支援は、2024年
　3月末補助交付まで実施

（4）改築工事中、臨時施設の保
険医療機関、薬局

改築工事が完了するまで
臨時施設が終了するまで
※2023年までに契約し、2023年9月までに事業完了の場合には、
　医療情報化支援基金による補助の拡充措置の対象

（5）廃止・休止に関する計画を
定めている保険医療機関、
薬局

廃止・休止まで（遅くとも2024年秋までに）
※2023年2月末までに契約し、2023年9月末までに事業完了の
　場合には、医療情報化支援基金による補助の拡充措置の対象

やむを得ない事情 期　限

マイナンバーカードの利用

初診
利用しない

利用する

利用しない

利用する

4点

2点

-

-

6点
2点

2点
-

再診

現行の加算 特例措置（23年4月～12月）



れ
、
電
子
と
紙
の
処
方
箋
の

登
録
に
あ
わ
せ
て
、
患
者
ご

と
に
６
桁
の
「
引
換
番
号
」

を
発
行
し
、
医
療
機
関
の
電

子
カ
ル
テ
等
に
送
信
す
る
。

　
電
子
処
方
箋
の
場
合
、
医

療
機
関
は
こ
の
引
換
番
号
と

処
方
内
容
を
記
載
し
た
紙
媒

体
の
「
処
方
内
容
（
控
え
）」

を
患
者
に
渡
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
（
処
方
内
容
控
え
の

保
存
義
務
は
な
い
）。
電
子
処

方
箋
を
導
入
し
た
医
療
機
関

で
は
、
紙
の
処
方
箋
を
出
し

た
場
合
も
管
理
サ
ー
ビ
ス
に

登
録
す
る
こ
と
が
必
要
（
Ｈ

Ｐ
Ｋ
Ｉ
カ
ー
ド
に
よ
る
認
証

は
不
要
）
な
た
め
、
処
方
内

容
を
含
む
電
子
フ
ァ
イ
ル
を

作
成
し
て
、
管
理
サ
ー
ビ
ス

に
登
録
す
る
こ
と
に
な
る
。

患
者
に
処
方
箋
の
原
本
を
渡

す
こ
と
は
従
来
通
り
で
あ
る
。

　

患
者
は
電
子
処
方
箋
に
対

応
し
た
薬
局
に
調
剤
を
依
頼

す
る
こ
と
に
な
る
が
、
処
方

内
容（
控
え
）は
あ
く
ま
で「
控

え
」
で
あ
り
、
電
子
処
方
箋

に
対
応
し
て
い
な
い
薬
局
に

「
控
え
」
が
持
ち
込
ま
れ
た
場

合
、
調
剤
で
き
な
い
こ
と
に

留
意
が
必
要
で
あ
る
。

　
電
子
処
方
箋
を
医
療
機
関

が
開
始
す
る
場
合
、
レ
セ
プ

ト
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
シ
ス
テ

ム
と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
前
提

で
あ
る
。
く
わ
え
て
専
用
回

線
の
改
修
、Ｈ
Ｐ
Ｋ
Ｉ
カ
ー
ド

の
取
得
、
専
用
の
読
み
取
り

機
械
の
購
入
・
設
定
、
電
子

処
方
箋
の
ソ
フ
ト
イ
ン
ス

ト
ー
ル
な
ど
の
対
応
が
必
要

で
あ
り
、
い
ず
れ
も
原
則
費

用
負
担
が
発
生
す
る
。

　
こ
れ
ら
の
費
用
負
担
に
つ

い
て
は
、
医
療
情
報
化
支
援

基
金
に
よ
る
補
助
金
の
対
象

と
さ
れ
て
い
る
が
、
補
助
限

度
額
を
上
回
る
費
用
負
担
と

な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
や
、

定
期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に

よ
る
出
費
も
視
野
に
入
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

患
者
に
対
し
て
電
子
処
方
箋

対
応
の
薬
局
に
行
く
必
要
性
、

機
器
ト
ラ
ブ
ル
等
で
管
理

サ
ー
ビ
ス
が
機
能
し
な
い
場

合
、
紙
の
処
方
箋
に
切
り
替

え
る
こ
と
な
ど
を
説
明
す
る

ほ
か
、
厚
労
省
が
配
布
す
る

ポ
ス
タ
ー
（
電
子
処
方
箋
に

対
応
し
た
薬
局
へ
の
リ
ン
ク

掲
載
）
を
待
合
室
な
ど
に
掲

示
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　
国
は
電
子
処
方
箋
の
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
、
薬
局
に
処

方
箋
を
持
参
す
る
手
間
が
省

け
、
処
方
箋
紛
失
に
よ
る
ト

ラ
ブ
ル
を
防
止
で
き
る
と
し

て
い
る
が
、
先
述
の
通
り
電

子
処
方
箋
で
あ
っ
て
も
、
薬

局
に
紙
媒
体
の
処
方
内
容（
控

え
）
を
持
参
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
患
者
が
、処
方
内
容（
控
え
）

に
記
載
さ
れ
た
引
換
番
号
と

被
保
険
者
個
人
番
号
を
、
電

子
版
お
薬
手
帳
ア
プ
リ
経
由

で
薬
局
に
事
前
に
送
信
す
る

こ
と
で
、
調
剤
ま
で
の
待
ち

時
間
短
縮
が
可
能
と
も
し
て

い
る
。
し
か
し
、
現
在
で
も

紙
の
処
方
箋
を
撮
影
し
て
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
経
由
で
画
像

を
送
付
す
る
こ
と
で
待
ち
時

間
を
短
縮
し
て
い
る
患
者
も

多
く
、
待
ち
時
間
の
さ
ら
な

る
短
縮
に
ど
れ
ほ
ど
効
果
が

あ
る
か
不
明
で
あ
る
。

　
患
者
が
複
数
の
医
療
機
関
、

薬
局
を
利
用
し
て
い
る
場
合

で
も
、
各
医
療
機
関
・
薬
局

に
処
方
・
調
剤
情
報
を
把
握

し
て
も
ら
え
る
と
い
う
が
、

患
者
が
同
意
す
る
と
全
て
の

情
報
が
開
示
さ
れ
、
個
別
の

情
報
開
示
が
で
き
な
い
課
題

が
あ
る
。
患
者
に
と
っ
て
閲

覧
・
共
有
し
な
い
で
ほ
し
い

処
方
・
調
剤
情
報
を
十
分
に

確
認
し
た
上
で
、
対
応
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
対
応
は
マ
イ
ナ

保
険
証
で
の
受
診
に
限
ら
れ

る
。
国
の
言
う
こ
れ
ら
の
メ

リ
ッ
ト
が
「
と
に
か
く
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
た
せ

て
使
わ
せ
た
い
」
た
め
の
手

段
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
国
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

と
民
間
Ｐ
Ｈ
Ｒ（Personal 

Health Record

）
事
業
者
と

の
デ
ー
タ
連
携
に
よ
り
、
集

積
さ
れ
た
自
身
の
個
人
情
報

を
本
人
が
利
用
す
る
だ
け
で

な
く
、
本
人
の
同
意
に
基
づ

い
て
、
民
間
事
業
者
の
Ｐ
Ｈ

Ｒ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
、
二

次
利
用
を
目
指
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
医
療
費
抑
制
を
目

的
に
受
診
か
ら
薬
剤
受
領
ま

で
の
一
連
の
流
れ
を
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
完
結
さ
せ
る
こ
と

を
計
画
し
て
お
り
、
そ
の
た

め
導
入
が
任
意
と
さ
れ
て
い

る
電
子
処
方
箋
の
導
入
も
今

後
強
行
的
に
原
則
義
務
化
と

な
る
可
能
性
が
あ
る
。
自
院

に
お
け
る
電
子
処
方
箋
導
入

の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

を
精
査
し
、
他
医
療
機
関
で

の
運
用
状
況
も
注
視
し
つ

つ
、
慎
重
に
検
討
を
さ
れ
た

い
。

　
医
師
・
歯
科
医
師
が
処
方

内
容
を
確
定
す
る
に
あ
た
り
、

複
数
の
医
療
機
関
・
薬
局
で

処
方
・
調
剤
さ
れ
た
薬
と
の

重
複
投
薬・併
用
禁
忌
薬
に
つ

い
て
管
理
サ
ー
ビ
ス
が

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、そ
の
結
果

を
医
療
機
関
等
に
通
知
す
る
。

　
処
方
内
容
が
確
定
し
た
後
、

電
子
的
に
署
名
を
行
い
、管
理

サ
ー
ビ
ス
に
登
録
す
る　
　
　
。

な
お
利
用
可
能
な
電
子
署
名

は
現
時
点
で
Ｈ
Ｐ
Ｋ
Ｉ（Health

care Public Key Infrast
ructure

）
カ
ー
ド
に
限
ら
れ

て
い
る
。

　
管
理
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
患

者
の
被
保
険
者
個
人
番
号
に

紐
づ
け
て
処
方
箋
が
保
管
さ

末
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
を
導
入
し
た
「
概
ね
全
て
」

の
医
療
機
関
・
薬
局
で
の
導

入
を
目
指
し
て
い
る
。

　
現
時
点
で
は
、
電
子
処
方

箋
の
導
入
は
医
療
機
関
の
任

意
で
あ
り
、
患
者
も
紙
の
処

方
箋
か
、
電
子
処
方
箋
か
を

選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た

患
者
の
本
人
確
認
や
処
方
・

調
剤
情
報
を
提
供
す
る
こ
と

へ
の
同
意
に
つ
い
て
は
、
現

行
の
保
険
証
と
マ
イ
ナ
ン
バ

―

カ
ー
ド
の
ど
ち
ら
を
用
い

て
も
可
能
と
さ
れ
て
い
る
。

　
電
子
処
方
箋
と
は
、
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム

を
基
盤
と
し
た
電
子
処
方
箋

管
理
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
、
管

理
サ
ー
ビ
ス
）
に
医
師
・
歯

科
医
師
が
処
方
箋
を
登
録
し
、

薬
剤
師
は
登
録
さ
れ
た
処
方

箋
を
薬
局
シ
ス
テ
ム
に
取
り

込
み
調
剤
し
、
調
剤
結
果
を

管
理
サ
ー
ビ
ス
に
登
録
す
る

仕
組
み
で
あ
る　
　
　
。

　

国
は
、
２
０
２
５
年
３
月
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今
こ
そ
歯
科
医
療
費
総
枠
拡
大
を

長
期
低
歯
科
医
療
費
政
策
で
問
題
点

　

歯
科
を
取
り
巻
く
多
く

の
問
題
の
根
源
に
は
、歯
科

医
療
費
が
長
期
間
抑
制
さ

れ
て
き
た
こ
と
が
あ
る
。歯

科
医
療
機
関
や
歯
科
技
工

所
の
経
営
改
善
の
た
め
に

は
、今
ま
さ
に
歯
科
医
療
費

総
枠
拡
大
な
く
し
て
解
決

で
き
な
い
局
面
に
差
し
掛

か
っ
て
い
る
。

　

歯
科
医
療
費
は
１
９
９

６
年
か
ら
10
年
間
、
約
２

兆
５
千
億
円
で
横
ば
い
の

時
期
が
続
い
た
。こ
れ
は
薬

価
引
き
下
げ
に
よ
る
改
定

財
源
の
恩
恵
が
少
な
か
っ

た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
。そ

の
後
、２
０
１
９
年
に
よ
う

や
く
３
兆
円
を
突
破
し
た
。

そ
の
間
に
、歯
科
医
師
の
増

れ
に
よ
り
歯
冠
修
復
・
欠
損

補
綴
の
低
点
数
、歯
科
技
工

士
の
問
題
を
含
め
歯
科
医

療
現
場
の
疲
弊
解
消
を
期

待
し
た
い
。

　

国
民
所
得
や
物
価
指
数

等
を
参
考
に
す
れ
ば
、適
正

な
歯
科
医
療
費
は
４
兆
円

と
す
る
指
摘
も
あ
る
。さ
ら

に
約
１
兆
円
の
財
源
が
あ

れ
ば
、患
者
負
担
の
引
き
下

げ
と
歯
科
医
療
従
事
者
の

処
遇・働
き
方
改
善
、保
険
給

付
拡
大
等
が
可
能
と
な
る
。

　

本
会
で
は「
歯
科
医
療
の

危
機
」打
開
の
た
め
に
も
、

歯
科
医
療
費
総
枠
拡
大
を

め
ざ
し
、保
険
で
よ
り
良
い

歯
科
医
療
を
求
め
る
請
願
署

名
活
動
を
継
続
し
て
い
く
。

加
、新
た
な
技
術
や
材
料
の

登
場
等
、歯
科
医
療
費
が
増

加
す
べ
き
医
療
内
容
の
進

歩
、拡
大
が
あ
っ
た
が
、そ

の
技
術
や
材
料
は
保
険
給

付
拡
大
さ
れ
ず
歯
科
医
療

費
の
総
枠
拡
大
は
抑
制
さ

れ
続
け
て
い
る
。

　

１
９
９
１
年
の
歯
科
医

療
費
は
国
民
医
療
費
に
対

し
10
％
の
割
合
が
あ
っ
た
。

国
民
医
療
費
は
２
０
１
９

年
に
は
約
43
兆
円
と
１
９

９
１
年
の
倍
以
上
に
伸
び

て
い
る
中
、歯
科
医
療
費
の

国
民
医
療
費
に
占
め
る
割

合
は
６
・９
％
に
ま
で
低
下

し
た
。

　

補
綴
分
野
で
は
、技
術
料

の
引
き
上
げ
や
保
険
給
付

拡
大
を
阻
む
要
因
に「
混
合

診
療
」が
容
認
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
あ
る
。歯
科
点
数
表

に
お
け
る「
歯
冠
修
復
・
欠

損
補
綴
」の「
通
則
21
」（
旧

「
51
年
通
知
」）は
、保
険
で
治

療
を
進
め
た
上
で
、補
綴
物

に
つ
い
て
は
保
険
適
用
外

の
材
料
を
用
い
る
こ
と
を

認
め
て
い
る
。そ
の
結
果

が
、現
在
に
お
け
る
歯
冠
修

復
・
欠
損
補
綴
の
低
点
数
据

え
置
き
や
歯
科
医
療
費
抑

制
に
繋
が
っ
て
い
る
。ま

た
、ク
ラ
ウ
ン
・
ブ
リ
ッ
ジ

維
持
管
理
料
は
廃
止
し
、歯

科
医
療
費
の
抑
制
の
た
め

の
長
期
包
括
管
理
路
線
を

改
め
る
べ
き
で
あ
る
。廃
止

に
よ
る
財
源
は
、適
正
な
技

術
料
の
評
価
の
引
き
上
げ

に
充
て
る
べ
き
で
あ
り
、こ

　

電子処方箋開始！
　　　業務はどう変わる？
公益財団法人日本医療総合研究所　寺尾　正之　氏

　
１
月
19
日
、講
師
に
寺
尾
正
之
氏（
公
益

財
団
法
人
日
本
医
療
総
合
研
究
所
）を
迎

え
、「
電
子
処
方
箋
開
始
！ 

業
務
は
ど
う

変
わ
る
？
」を
テ
ー
マ
に
保
険
診
療
セ
ミ

ナ
ー
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
、道
内
各
地

よ
り
会
員
・
医
療
関
係
者
な
ど
多
数
参
加

し
た
。講
演
の
概
要
を
掲
載
す
る
。

解
　
　
説

図2 病院・診療所向け オンライン資格確認・電子処方箋クイックガイド図1 厚生労働省医薬・生活衛生局「電子処方箋概要案内」（2022年11月）

電
子
処
方
箋

シ
ス
テ
ム
の
仕
組
み

医
療
機
関
の
対
応

電
子
処
方
箋
導
入

　   

の
コ
ス
ト
問
題

患
者
に
と
っ
て
の

　
　
　
　  

影
響
は

患
者
に
と
っ
て
の

　
　
　
　  

影
響
は

図
1

図
2



演者メッセージ
　COVID-19のパンデミックが始まった後、驚異的なスピードでワクチ
ンが開発されて多くの命を救ったが、ウイルスは次 と々変異を重ねてワ
クチンによる免疫から逃れ、感染拡大を繰り返している。特にインフルエ
ンザの再来が危惧されるが、ワクチンが被害を抑えてくれることが期待
される。ワクチンの意義と限界について概説したい。
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う
と
、
漠
然
と
し
た
不
安
を

抱
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
人
生
を
見
据
え
て
、「
お

金
」、「
つ
な
が
り
」、「
健
康
」

に
つ
い
て
改
め
て
整
理
し
て

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
私
ご
と
で
は
、
昨

年
か
ら
大
学
院
生
と
な
り
、

新
た
な
取
組
み
が
開
始
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
取
組
み
の

先
に
あ
る
物
事
の
見
据
え
方

も
す
っ
き
り
し
た
気
が
し
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
変
化
を
恐

れ
ず
に
多
く
の
「
打
席
」
に

立
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
妻
が
読
ん
で
い
た
本
を
拝

借
し
ま
し
た
。
共
に
35
歳
を

迎
え
ア
ラ
フ
ォ
ー
の
仲
間
入

り
を
果
た
し
、
長
女
が
来
年

い
よ
い
よ
小
学
校
入
学
と
、

私
た
ち
の
前
に
も
「
壁
」
が

立
ち
は
だ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
仕
事
・
医
療
に
お
い
て
も
、

こ
れ
か
ら
40
年
を
考
え
る
と
、

様
々
な
変
化
が
起
こ
る
だ
ろ

「
40
歳
の
壁
」を
ス
ル
ッ
と

超
え
る
人
生
戦
略

尾 

石 

晴 

著

デ 

ィ 

ス 

カ 

ヴ 

ァ 

ー 

・

ト 

ゥ 

エ 

ン 

テ 

ィ 

ワ 

ン

　
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
良
い

医
院
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
も
良
い

会
社
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
が
仕
事
に

や
り
が
い
を
感
じ
て
そ
れ
が

生
き
が
い
に
つ
な
が
り
、
幸

せ
を
感
じ
ら
れ
る
医
院
で
あ

れ
ば
、
患
者
さ
ん
に
も
そ
の

空
気
が
伝
わ
っ
て
安
心
し
て

治
療
を
受
け
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
。

―

ご
趣
味
は

　
３
年
前
か
ら
雪
が
な
い
季

節
は
ひ
た
す
ら
ロ
ー
ド
バ
イ

ク
に
乗
っ
て
い
ま
す
。
夏
に

私
の
腕
が
日
焼
け
で
ど
ん
ど

ん
黒
く
な
る
の
を
患
者
さ
ん

た
ち
に
指
摘
さ
れ
て
一
緒
に

笑
う
の
が
恒
例
で
す
。
マ
ウ

ン
テ
ン
バ
イ
ク
も
持
っ
て
お

り
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
を
履

い
て
秋
冬
も
少
々
乗
っ
て
い

自分が出来る最善を

澤田　愛 先生
アローデンタルクリニック　札幌市・中央区142142

略歴
　青森県弘前市出身。2006年岩手医科大学歯学部
卒業、2011年岩手医科大学歯学研究科有床義歯
補綴学修了。その後2016年まで岩手医大有床義歯
補綴学講座に在籍。2017年開業。

り
、
彼
と
だ
っ
た
ら
同
じ
志

を
持
っ
て
仕
事
が
で
き
そ
う

と
思
い
開
業
し
ま
し
た
。
そ

し
て
パ
ー
ト
ナ
ー
の
出
身
地

で
あ
る
北
海
道
を
拠
点
と
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

―

開
業
後
の
苦
労
・
喜
び
は

　
一
番
の
苦
労
は
労
務
問
題

で
し
た
。
体
調
不
良
で
退
職

す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
寿
退
社

も
あ
り
、
自
分
で
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
で
き
る
こ
と
で
は
な
い

―

入
会
の
き
っ
か
け
は

　
同
窓
の
先
生
に
「
情
報
が

た
く
さ
ん
得
ら
れ
て
良
い

よ
」
と
勧
め
ら
れ
た
か
ら
で

す
。

―

ご
専
門
は

　
有
床
義
歯
補
綴
学
で
す
。

―

開
業
の
動
機
な
ど

　
元
々
私
は
あ
ま
り
開
業
す

る
気
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
同
じ
く
歯
科
医
師
の
パ

ー
ト
ナ
ー
は
開
業
志
望
が
あ

た
め
前
を
向
く
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
嬉
し
い
こ
と
は
、
今

通
院
さ
れ
て
い
る
方
々
が
笑

顔
で
私
た
ち
と
お
喋
り
し
た

り
「
歯
医
者
っ
て
今
ま
で
怖

く
て…

」な
ど
と
お
話
し
て
く

だ
さ
る
こ
と
で
す
。患
者
さ
ん

が
私
た
ち
に
対
し
心
理
的
な

壁
を
感
じ
て
い
な
い
こ
と
が

実
感
で
き
る
と
嬉
し
い
で
す
。

―

診
療
中
の
心
が
け
に
つ
い
て

　
丁
寧
で
質
の
高
い
診
療
を

提
供
す
る
こ
と
を
心
が
け
て

い
ま
す
。
保
険
治
療
で
あ
っ

て
も
自
費
治
療
で
あ
っ
て

も
、
自
分
が
で
き
る
最
善
を

尽
く
し
ま
す
。

―

目
指
し
て
い
る
医
院
は

ま
す
。
自
転
車
を
通
じ
て
友

達
も
た
く
さ
ん
で
き
ま
し

た
。

―

今
後
の
目
標
に
つ
い
て

　
今
は
ス
タ
ッ
フ
数
が
ギ
リ

ギ
リ
の
た
め
、
も
う
少
し
人

員
を
増
や
し
て
余
裕
を
も
っ

て
働
け
る
環
境
を
作
り
た
い

で
す
。
人
が
増
え
て
も
良
好

な
人
間
関
係
を
保
て
る
よ
う

に
、
各
自
が
成
長
を
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
成
熟
し
た
社
内

文
化
を
確
立
し
て
い
き
た
い

で
す
。

―
最
後
に

　
先
日
は
金
属
ア
レ
ル
ギ
ー

症
例
へ
の
補
綴
に
つ
い
て
質

問
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
早
く

に
明
確
な
お
返
事
を
い
た
だ

け
た
の
で
と
て
も
助
か
り
ま

し
た
。
引
き
続
き
ご
支
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

（
Ｄ
・
Ｏ
）

（
聞
き
手
　
事
務
局
田
中
）

〈
主
な
協
議・検
討
事
項
〉

①（
保
団
連
）22
〜
23
年
度
第
２
回
代
議
員
会
発
言
通
告

　

に
つ
い
て

　
・ 政
策
担
で
決
定
さ
れ
た
内
容
の
最
終
確
認
を
行
っ
た
。

②（
保
団
連
）「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
の
実
現

　

を
」の
請
願
署
名
実
施
に
つ
い
て

    

・
２
〜
５
月
全
会
員
を
対
象
に
実
施
を
確
認
し
た

　

  （
２
／
５
号
新
聞
に
同
封
）。

③（
１
／　
）歯
科
医
療
問
題
学
習
会
の
開
催
に
つ
い
て

    

・
開
催
内
容
の
確
認
を
行
っ
た
。

④（
３
／　
）歯
科
臨
床
講
演
会
に
つ
い
て

    

・
開
催
内
容
の
確
認
を
行
っ
た
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト

　

  

開
催
と
な
る
。

⑤
２
０
２
３
年
度
予
算（
案
）活
動
方
針（
案
）、２
０

　
２
２
年
度
活
動
報
告（
案
）に
つ
い
て

    

・２
月
拡
大
総
務
担
に
向
け
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

⑥
そ
の
他

    

・【
書
籍
発
行
案
内
】

　

  「
デ
ン
タ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
た
め
の
歯
科
保
険
診
療

　

  

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
２
０
２
３
年
度
版
」

　

  

２
月
末
発
行
予
定…

Ｈ
Ｐ
等
で
案
内
し
希
望
者

　

  

に
販
売
す
る
こ
と
と
し
た
。

第
10
回
歯
科
部
担
当
理
事
会（
1
月
11
日
）

歯
科
部
だ
よ
り

※

次
回 

第
11
回
歯
科
部
担
当
理
事
会…

2
月
8
日（
水
）午
後
７
時

　
北
海
道
保
険
医
新
聞
新
年

特
集
号
に
掲
載
さ
れ
た
釧
根

地
区
支
部
の
上
島
歯
科
医
院

　
上
島
崇
聖
先
生
の
「
ア
ン

パ
ン
マ
ン
精
神
」
を
読
ま
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
も

自
院
の
新
聞
と
旭
川
新
聞
に

「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」
に
つ
い

て
書
い
た
ば
か
り
な
の
で
す

が
、
上
島
先
生
の
優
し
さ
に

感
銘
し
ま
し
た
。

　
「
顔
が
汚
れ
て
力
が
出
な

い
」
と
い
う
弱
点
の
あ
る
ア

ン
パ
ン
マ
ン
が
自
己
を
犠
牲

に
し
な
が
ら
も
、
仲
間
と
助

け
あ
い
な
が
ら
困
っ
て
い
る

人
を
助
け
る
と
言
う
「
ア
ン

パ
ン
マ
ン
精
神
」
に
つ
い
て

述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
バ
イ
キ
ン
マ
ン
が
「
悪
」

で
は
な
く
「
困
っ
た
人
」
と

い
う
扱
い
が
秀
逸
だ
と
思
い

ま
す
。

　
『
今
年
は
ア
ン
パ
ン
マ
ン

の
お
話
か
ら
一
年
を
始
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
ア
ン
パ
ン
マ
ン
は
「
世
界

一
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
多
い
ア

ニ
メ
」
と
し
て
ギ
ネ
ス
登
録

さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

ス
ト
ー
リ
ー
に
変
化
の
無
い

ア
ニ
メ
と
し
て
も
有
名
で

す
。
　
バ
イ
キ
ン
マ
ン
が
欲
張
っ

て
い
た
ず
ら
を
し
ま
す
。
ド

キ
ン
ち
ゃ
ん
が
そ
そ
の
か
し

ま
す
。
人
質
を
取
っ
た
り
、

変
装
し
た
り
、
大
き
な
ロ
ボ

ッ
ト
を
使
い
ま
す
。

　
ア
ン
パ
ン
マ
ン
に
「
止
め

る
ん
だ
バ
イ
キ
ン
マ
ン
」
と

怒
ら
れ
ま
す
が
、
抵
抗
し
て

ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
顔
を
汚
し

ま
す
。

　
ア
ン
パ
ン
マ
ン
は
「
顔
が

汚
れ
て
力
が
出
な
い
」
の
で

す
が
、
ジ
ャ
ム
お
じ
さ
ん
が

新
し
い
ア
ン
パ
ン
を
焼
い
て

顔
を
取
り
替
え
る
と
ア
ン
パ

ン
マ
ン
が
元
気
に
な
っ
て
、

バ
イ
キ
ン
マ
ン
を
「
ア
ン
パ

ン
チ
」
で
吹
っ
飛
ば
し
ま
す
。

　
バ
イ
キ
ン
マ
ン
は
「
バ
イ

バ
イ
キ
ー
ン
」
と
挨
拶
し
な

が
ら
飛
ん
で
消
え
る
。
と
言

う
ス
ト
ー
リ
ー
で
す
。

　
し
か
し
、
そ
も
そ
も
、
バ

イ
キ
ン
マ
ン
や
ド
キ
ン
ち
ゃ

ん
の
我
が
儘
は
パ
ー
テ
ィ
ー

に
呼
ん
だ
り
美
味
し
い
も
の

を
ご
ち
そ
う
す
れ
ば
解
決
す

る
こ
と
な
の
で
、
本
来
喧
嘩

す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
や
な
せ
た
か
し
さ
ん
は

「
我
が
儘
は
い
け
な
い
」
と

言
う
こ
と
を
子
供
達
に
伝
え

た
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す

が
、
我
が
儘
を
言
う
子
に
暴

力
で
応
え
た
り
、
仲
間
は
ず

れ
に
し
た
り
す
る
の
は
い
か

が
な
も
の
で
し
ょ
う
ね
。
な

お
さ
ら
、
我
が
儘
を
言
う
よ

う
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
ま
し
て
、
バ
イ
キ
ン
マ
ン

の
い
た
ず
ら
を
防
ぐ
た
め

に
、
バ
イ
キ
ン
マ
ン
が
ロ
ボ

ッ
ト
や
武
器
を
作
る
バ
イ
キ

ン
マ
ン
城
の
工
房
を
破
壊
す

る
と
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ

う
。「
バ
イ
キ
ン
マ
ン
の
お

家
壊
し
て
き
ま
ー
す
」
と
言

う
ア
ン
パ
ン
マ
ン
は
子
供
達

に
受
け
入
れ
ら
れ
る
で
し
ょ

う
か
？
』

　
ロ
シ
ア
や
北
朝
鮮
な
ど
の

「
バ
イ
キ
ン
マ
ン
」
と
日
本

の
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
振
り

を
し
て
い
る
人
た
ち
」
の
こ

と
を
意
識
し
て
書
い
た
も
の

で
す
。 皆
さ
ん
は
ど
ん
な「
ア

ン
パ
ン
マ
ン
」
が
好
き
で
す

か
？

1425

WEB講演会

コロナ時代のワクチン

（長崎大学大学院　医歯薬学総合研究科教授）

■日　時：２月18日（土）15時～17時
講　師：森内　浩幸 氏■対　象：どなたでも参加できます

■参加費：無料

美しく透明な歌声と、哀愁を帯びたバンドゥーラの可憐な響きをこの機会に！

～ ウクライナの歌姫 ～
ナターシャ・グジー コンサート

北海道保険医会　文化厚生部・札幌支部共催　特別企画

詳細は同封のちらしをご覧ください

詳細は同封のちらしをご覧ください

日　時
2月25日（土曜日）
１5時～１6時30分

会　場
札幌東急REIホテル
2階チェルシー

参加費
無 料
( 定員150名：先着順 )

125
ア
ン
パ
ン
マ
ン
精
神
Ⅱ

旭
川
支
部
長　

大
木　

康
生
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審査提供事例

　支払基金本部は、審査上の一般的な取り扱いについて審査情
報提供事例として公表している。本会では2020年12月5日号に
て一部を掲載しているが、その後《2021年2月22日》に発出され
た事例の抜粋を紹介する。

取 　 扱 　 い： 原則として、処置又は手術の算定がない、同月又は連月
の複数回の歯科パノラマ断層撮影の算定を認めない。

理 　 　 　 由： 最初に撮影した歯科パノラマ断層撮影の画像情報と、
処置又は手術を行わずに同月又は連月で撮影した歯
科パノラマ断層撮影の画像情報とを比較した場合に、
後者の撮影で新たに得られる情報は少ないことから、
本撮影を複数回行う必要性は乏しいと考えられる。

留　意　事　項 ： 新たに傷病が発生した場合や、処置又は手術後の経
過を観察する場合に行われた同月又は連月の複数回
の歯科パノラマ断層撮影は、事例ごとに判断する必要
があると考えられる。

72　写真診断⑦　

取 　 扱 　 い： 原則として、「歯の破折（ＦｒＴ）」病名で、歯髄保護処
置の算定を認める。

理 　 　 　 由： 歯の破折の状況によっては、歯髄の露出等により疼痛が発
生することがあり、この場合に、疼痛を軽減するために歯髄
保護処置を行うことが臨床上あり得るものと考えられる。

89　歯髄保護処置③

取 　 扱 　 い： 原則として、「根尖性歯周炎（Ｐｅｒ）」病名のみで、歯
根端切除手術の算定を認める。

理 　 　 　 由： 歯根端切除手術は、病巣の発生原因となった歯根端
を切除する手術であるため、その原因が根尖性歯周
炎の場合に歯根端切除手術を行うことが臨床上あり
得るものと考えられる。

140　歯根端切除手術②

取 　 扱 　 い： 原則として、ヘミセクション後、歯内療法の算定がない
歯冠修復の算定を認める。

理 　 　 　 由： ヘミセクション後の根管の状態によっては、歯内療法
を要せずに歯冠修復を行うことが臨床上あり得るもの
と考えられる。

160　歯冠修復

取 　 扱 　 い： 原則として、根管充填前の支台築造印象の算定を認め
ない。

理 　 　 　 由： 根管充填前に支台築造印象を実施した場合は、築造
物の適合性が確保されないことから、適切でないと考
えられる。

165　支台築造印象

取 　 扱 　 い： 原則として、同一部位に対して築造物の脱離と歯冠修
復物の脱離による再装着を行った場合において、各々
の装着の算定を認める。

理 　 　 　 由： メタルコア等の築造物や歯冠修復物がそれぞれ脱離
した場合に、再装着をそれぞれ行うことが臨床上あり
得るものと考えられる。

167　装着

取 　 扱 　 い： 原則として、歯周病安定期治療期間中の有床義歯の
算定を認める。

理 　 　 　 由： 歯周病安定期治療は、４ミリメートル以上の歯周ポ
ケットを有するものに対して一時的に安定している状
態にある場合に行われる治療であり、歯周組織が安定
している状況で、有床義歯を製作することが臨床上あ
り得るものと考えられる。

172　有床義歯

取 　 扱 　 い： 原則として、「う蝕（Ｃ）→歯髄炎（Ｐｕｌ）」の移行病名
で、「う蝕（Ｃ）」に対する窩洞形成、う蝕歯即時充填形
成又はう蝕歯インレー修復形成の算定を認める。

理 　 　 　 由： 歯の状態によって、歯髄炎に至ったとしても、それ以前
に歯の実質欠損を回復するために、う蝕に対する窩洞
形成、う蝕歯即時充填形成又はう蝕歯インレー修復形
成を行うことが臨床上あり得るものと考えられる。

161　窩洞形成、う蝕歯即時充填形成及びう蝕歯インレー修復形成

取 　 扱 　 い： 原則として、「歯根露出」又は「象牙質知覚過敏症（Ｈ
ｙｓ）」病名で、「Ｊ０６３ 歯周外科手術 ６ 歯肉歯槽
粘膜形成手術 ハ 歯肉弁側方移動術」の算定を認め
る。

理 　 　 　 由： 歯根露出又は象牙質知覚過敏症は、物理的要因に伴
う限局性の歯肉退縮が原因で発症することがあり、こ
の場合に、退縮した根面を被覆することが臨床上あり
得るものと考えられる。

154　歯周外科手術③

取 　 扱 　 い： 原則として、「う蝕（Ｃ）」以外の傷病名で、う蝕薬物塗
布処置の算定を認めない。

理 　 　 　 由： う蝕薬物塗布処置は、う蝕の進行抑制を目的として行
われるものであり、算定にあたっては、「う蝕（Ｃ）」病名
の記載が適切である。

97　う蝕薬物塗布処置③

取 　 扱 　 い： 原則として、生活歯髄切断後に抜髄の算定を認める。

理 　 　 　 由： 歯髄を積極的に保存した後に、歯髄の炎症症状の拡大等
により抜髄を行うことは臨床上あり得るものと考えられる。

104　抜髄②

取 　 扱 　 い： 原則として、根管充填の根管数より少ない根管数の加
圧根管充填処置の算定を認める。

理 　 　 　 由： 根管形態によっては、加圧根管充填処置を行わなくて
も緊密に充填を行うことが臨床上可能であるため、こ
の場合に、根管充填及び加圧根管充填処置の根管数
が一致しない場合がある。

110　加圧根管充填処置

取 　 扱 　 い： 原則として、乳歯列期の「歯ぎしり（Ｂｒｘ）」病名で、
口腔内装置の算定を認める。

理 　 　 　 由： 乳歯列期の小児は、睡眠時等に生理的な歯ぎしりを
行うことがあり、この場合に口腔内装置を装着すること
で、歯の摩耗や歯周組織に対する過度な負担等が軽
減できると考えられる。

120　口腔内装置③

取 　 扱 　 い： 原則として、対顎が無歯顎の場合においても、「Ｉ０１８ 
歯周治療用装置２ 床義歯形態のもの」の算定を認める。

理 　 　 　 由： 歯周治療用装置は、歯及び歯周組織の負担軽減を図
るために装着される装置であり、対顎が無歯顎である
か否かに関わらず装置を装着することが臨床上あり得
るものと考えられる。

121　歯周治療用装置


